
ひとみ輝く荒田っ子
秋季運動会にお越しください
早いもので２学期がスタートとして１か月が過ぎようとしてい

ます。学校の体育館や運動場からは，ダンスの軽快な音楽や応援

団の太鼓の音が鳴り響き，「ヤーッ=」「フレーッ=フレーッ=」
「ソーレッ=」など，様々な声援やかけ声が飛び交っています。
10月15日（日）に開催する秋季運動会に向けて，子供たちの練

習にも一段と気合いが入り，気持ちを高揚させているようです。

子供たちも職員も，御来校いただく皆様に感動を与え，思い出に

残る運動会にしようと一生懸命練習に励んでいます。411名の子供

たちが力を合わせ，動きと声をそろえ，みんなが心を一つにして

競技や演技を披露しますので，どうぞ御期待ください。

なお，本年度の秋季運動会は，現在のところ昼食時間を設けて

午後までの開催とし，入場制限もしない予定です。是非御来校い

ただき，御家族や地域の方々の応援をよろしくお願いします。

睡眠が子供の脳を変える
夏休み期間中に，小児科医（小児脳科学者）の

成田奈緒子先生の講演を聴く機会がありました。

皆さんは，近年，発達障害と呼ばれる子供が急増しているのを

御存知でしょうか。文部科学省の調査では，少子化で子供の数が

減り続けている中，発達障害児の数は反比例するように増え続け

ています。しかし，成田奈緒子先生によると，落ち着きのなさ・

パニック・かんしゃく・強いこだわり・偏食など，発達障害では

ないかと心配して受診する子供たちの中で，発達障害と診断され

る子供はそこまで多くないそうです。つまり，発達障害のような

症状（気になる行動）のある子供が増えているのは，「生まれつき」

ではなく「生活環境」が影響している子供が増えているというこ

とです。

発達障害のような症状を改善するのに欠かせないのが睡眠で，

睡眠を変えて気になる行動が消えた子供がたくさんいるそうです。

例えば，夜遅くまで寝ないで，朝なかなか起きられず，無理やり

起こすと尋常じゃない泣き方・暴れ方をする子供が，早起きをす

るだけで改善されたそうです。毎朝，子供が大好きな番組やビデ

オを流して楽しい気分で起こし，起きたらベランダに出て朝日を

浴びる。これをしばらく繰り返したところ，朝起きて泣きわめく

ことも，パニックのように暴れることもなくなったということで

す。

人間の脳にとって睡眠は非常に重要であり，必要な睡眠時間は

年齢によって決まっています。発達や年齢に応じて脳を育て，脳

を正常に働かせるために必要な睡眠時間は，小学生が９時間以上，

大人でも７時間以上だそうです。

令和５年度 学校便り ９月号 １０月の行事
2日(月) 不登校を考える週間（～8日）

運動会全体練習（３校時）
4日(水) 運動会全体練習（３校時）
6日(金) 校内読書月間（～ 11/7）

運動会全体練習（１校時）
8日(日) あらたんのんの市
9日(月) スポーツの日

11日(水) 運動会予行練習（1・2校時）
12日(木) 運動会全体練習（３校時）

運動会会場設営（5・6校時）
14日(土) 市民あいさつ運動強調期間（～ 11/29）

土曜授業，おやじの会緑門作り
15日(日) 秋季運動会
16日(月) 振替休日
17日(火) かごしま国体閉会式参加（６年）
20日(金) 秋の一日遠足（１～４年）
※ 今後も予定を変更又は中止する場合があります。

いじめ防止啓発強調月間ニコニコ月間作品コンクール
「標語の部」 入選 ２年 宮崎 りい南
「ポスターの部」 入選 １年 吉留 花

入選 ４年 道 晴帆
入選 ６年 河俣 実里

南日本硬筆展
県書道会賞 ５年 駒走 結衣
南日本書道会賞 １年 瀧川 沙奈

市小学校水泳記録会
５年男子50m自由形 第３位 藤井 琳太郎 ３１秒８２
５年男子50m平泳ぎ 第３位 藤井 琳太郎 ４６秒１６
６年女子50m自由形 第６位 髙木 愛 ３７秒１４

集団宿泊学習
９月13日（水），14日（木）に，鹿児島市立少年自

然の家で５年生が集団宿泊学習を行いました。
１日目は，どんぐり人形作り，森林グループワー

クゲーム，キャンドルセレモニー，２日目は，雨天
プログラムの室内ウォークラリーと，どの活動でも
団体行動のきまりを守りながら，それぞれが生き生
きと楽しく取り組む姿が印象的でした。
１泊２日の短い期間でしたが，学校で取り組んで

いる「あはは運動（あいさつ
・はい返事・はきものそろ
え）」を実践するよい機会と
なり，この学習で身に付けた
ことはこれからの学校生活で
必ず生きてくるはずです。５
年生の高学年としての活躍を
期待しています。 【森林グループワークゲーム】

令和５年度全国学力・学習状況調査の結果について

４月18日に６年生に実施された全国学力・学習状況調査の

結果について，下記のとおりお知らせします。本校の国語・

算数は，市・

全国平均を上

回りました。

（図１参照）

この結果を踏

まえ，本校の

課題に対する

改善策を設定

しました。

【本校の課題に対する改善策】

〈国語〉

文章の種類とその特徴について理解することに課題

が見られました。各学年の発達段階に応じて，文章の中での語句の関

連や順番，文と文との接続の関係に着目させたり，引用文や図表等の

効果に着目をさせたりして，文章構成の工夫や筆者の意図を読み取る

ための指導に取り組んでまいります。

〈算数〉

二次元の表から，条件に合う数を読み取ることに課題が見られまし

た。目的に応じて分類整理した二次元の表から，結論を導き出したり，

その結論について話し合ったりする活動を取り入れ，その際に，二次

元の表から，どの項目や数に着目して結論について導き出したのかを

説明できるように指導してまいります。

〈全体的に〉

児童質問紙の結果から，本校の児童は，生活習慣や学習習慣がしっ

かりと身に付いており，「学校に行くのは楽しい」「友達関係に満足し

ている」等，学校での活動をおおむね好意的に捉え，落ち着いて充実

した学校生活を送っていると思われます。

一方，「〇〇の勉強は好きですか」の質問に対して，算数の数値が

国語と比較して低かったことから，今後，個に応じた指導や少人数指

導など指導方法の改善に努めてまいります。

また，「自分には，よいところがあると思いますか」「将来の夢や目

標をもっていますか」という問いに関して，若干低い傾向が見られま

した。子供の自己有用感を高めるために，子供が活躍する場を設定す

ることで，子供同士が認め合う雰囲気をつくり，子供を励まし褒める

言葉掛けを行っていきたいと思います。御家庭でもお子さんの良いと

ころを認め，称賛する声掛けをしていただければと思います。

図１ 本校・市・全国平均正答率の比較（全国平均正答率を100とする棒グラフ）

〈全国〉

お知らせ
１年３組担任の栗下里美講師が任用期間満了に伴い，令和５年９

月３０日をもって退職することになりました。本校在職中は，公私

ともにお世話になり，皆様のこれまでの御支援・御協力に深く感謝

申し上げます。後任につきましては，決定次第お知らせいたします。


